
【特別支援教育課】

１ （柱０１）一人一人に応じた最適な学びを提供する

成長の基盤となる資質・能力の育成（豊かな心の育成）

平和教育の推進

幼児児童生徒の発達段階を踏まえ、戦争の悲惨さや核兵器の非人道性、平和の尊さを実

感をもって理解させるよう「県民祈りの日」を中心とした平和教育の充実に努める。

ながさきならではの地域資源を活かした体験活動の提供

障害のある子供の活躍応援事業 （５，７６８千円） （事業期間：令和５年度～）

キャリア検定の実施を通して特別支援学校の生徒が卒業後の進路に主体的に向き合う意欲

の向上を図る取組を推進するとともに、スポーツのイベントや体験活動を通して企業等との

相互理解を深め、新たな職域への就労の可能性を広げる取組を推進する。

  

○キャリア教育推進プロジェクト

・障害のある生徒の雇用に関する企業向けフォーラムの

開催

・キャリア検定「清掃」「事務アシスタント」

「アノテーション」の実施

○スポーツふれあいプロジェクト

・スポーツ体験プログラムを通した企業との関係づくり

・スポーツ体験活動等を通して特別支援学校の生徒の

自己肯定感や意欲を高める。

インクルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進

                                                                
特別支援学校の環境整備

○西海市立大瀬戸中学校内に鶴南特別支援学校の小・中学部西彼杵分教室を設置し、

西彼杵高校内に設置されている高等部と併せ分校化   【令和７年４月開設】                   

○対馬市立厳原中学校内に虹の原特別支援学校の小・中学部対馬分教室を設置し、

  対馬高校内に設置されている高等部と併せ分校化    【令和９年４月開設】

発達教育指導事業 （５，４８８千円）

発達障害等のある子どもへの障害特性に応じた適切な指導及び必要な支援を充実させる

とともにインクルーシブ教育システム構築に向けた特別支援教育の充実を図る。

〇特別支援学校のセンター的機能の充実を図るため、教職員の資質向上を図るための研修

を行う。

・医学や心理学などの専門的視点から助言を得る外部専門家活用の実施

スポーツ体験活動の実施
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【特別支援教育課】

〇発達障害等のある子どもへの指導や支援を行う教職員の資質を高める。

・中学校、高等学校の進路指導担当者等を対象とした特別な支援を必要とする生徒のキャ

リア教育の実践力を高めるためのキャリア・マネジメント研修の実施

・保育所、幼稚園、認定こども園及び小、中、高等学校の教職員を対象とした発達障害

等に係る基礎的な事項や基本的な関わり方についての研修の実施

    ・発達障害児等教育支援連絡協議会の開催

・教育支援チームを活用した早期からの市町教育委員会の就学に向けた教育相談の充実

障害のある子どもの医療サポート事業 （１１５，０８８千円）

特別支援学校において、医療的ケアを必要とする子どもの安全・安心な学校生活を確保

するため、必要な特別支援学校に医療的ケア看護職員を配置し、医療的ケア体制を整備する。

また、通学時の保護者負担の軽減を図るため、通学車両に同乗し、ケアを行う医療的ケア

通学支援看護職員を配置

[令和７年度]  配置人数： ６名・・・医療的ケア通学支援看護職員

[令和７年度]  配置人数：２２名・・・医療的ケア看護職員

高等学校における特別支援教育支援員活用事業 （２１，５６８千円）

必要とする高等学校に特別支援教育支援補助員を配置し、教職員と連携して特別な教育

的支援が必要な生徒の学習活動や学校生活上等の支援を行うことにより、高等学校におけ

る特別支援教育の充実を図る。

[令和７年度]  配置人数：１０名

障害のある子供の活躍応援事業 （５，７６８千円）【再掲】

２ （柱０３）生涯にわたり誰もが学び、活躍できる地域づくりを推進する

地域と学校の未来をつくる活動の推進

学校評議員運営事業 （５７２千円）

学校や地域の実情に応じて、学校運営に関し、保護者や地域住民の意向を把握・反映する

学校評議員制度の活用を推進する。

   [令和６年度] 特別支援学校１７校に配置（延べ５８名）
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